
※1回から参加いただけます ※期間限定アーカイブ配信あり

【受講料】 各回 5,500円 （消費税10％込）

【開催方法】 オンライン（Zoom）

【対象/単位】 臨床美術士、一般 ／ 3単位

《講師プロフィール / 対談ホスト》 元山 清博
＊埼玉大学卒業
＊小学校を中心に埼玉県内の教育現場に37年携わる
教諭時代は小学校、養護学校(特別支援学校)に勤務
管理職時代は在外教育施設オランダ・ロッテルダム日本人学校、
三郷市小学校で教頭

＊埼玉県立総合教育センター主任指導主事
＊春日部市立幸松小学校、桜川小学校校長
＊退職後は、春日部市教育委員会社会教育課勤務、
春日部市小学校初任者教員指導員

＊放課後等デイサービスかすかべ学園園長 (現在 業務相談役) 

「18年目の再会 ～臨床美術士の活躍の場を求めて～」

臨床美術を体験した子どもが大人になった今、

当時を振り返る

公立学校で初めて臨床美術を導入したのは2005年でした。

当時小学校4年生だった120人の子供たちは今年28歳。皆、立派な社会人となって

います。その中の一人と、あの時、子供たちが見ていた臨床美術の景色とは

いったいどうだったのかを語り合います。 そして、対談と講義の両面から臨床美術

の必要性と臨床美術士の役割について考えます。

対談 ：元山清博 (日本臨床美術協会教育アドバイザー) ×野沢 星斗 (公立学校小学教員)

日本臨床美術協会 教育アドバイザー

オンライン講演研修会NEW

時間 テーマ

2024年 2月18日 (日) 10:30～11:50 2月5日 (月)
公立小学校やその他の機関への導入から

臨床美術士が活躍するための場を探る

2024年 3月10日 (日) 10:30～11:50 2月27日 (火)
放課後等デイサービスや障がい児教育と

臨床美術の関係について考える

日程 申込締切日




